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コロナ禍の経験を強みに
～今（withコロナ時代）だからできる連携を考える～

あるデイサービスの事例



利用1回ごとに手すり、スイッチ、
便座等消毒。

ふた自動開閉のウォシュレットに
載せ替え

椅子を縦に配置



できるだけ声を出さない

DVD作成

CD作成
マシンカウントの代わり



デイサービスは休業？ 営業することは感染拡大 私たちの仕事の意義は？



金沢市から
「通所サービスの自粛要請」

利用者とケアマネに電話連絡

「本当に？」

介護保険課に確認したら
「できる限り継続してください。」

再度、利用者に電話で説明



サービス中止など「基準」がわからない。

主治医に聞いても検査しないと私も分
からない。あなたの事業所の基準に任
すから対応してください。

・本人の熱
・家族の風邪症状
・県外へ行ったらどうなる？
・何日で再開の基準は？
・PCRはしてもらえない。

他の事業所にいろいろ聞いた。
色々教えてくれた。
ありがたかった。同志。
うれしかった。



「基準」を考える。例として、県外者との接触をどう考えるか

１ 行政
・ 介護サービスは利用者、家族の生活を維持する上では欠かせないもので、サービスの継続提供が求め

られている。

・ 利用者本人に体調の悪化等の症状がなくまた濃厚接触者でないにも関わらずサービス利用を制限しよ
うとする場合、正当な理由なきサービス提供拒否の禁止の運営基準違反に当たる。

・ 利用者に不利益が生じないように、代替サービスの確保を居宅介護支援と連携の上、適切なサービス
提供が確保されますよう～。一方的にサービスできませんは、無責任となる。

２ 金沢市介護保険課
Q「県外者との会食」を理由に、サービス拒否は、「正当な理由」になるのか？

A 一方的に通知するなどはやってはいけない。
利用者、家族、ケアマネの同意承諾があれば、サービス拒否はできる。厚労省など通知はない。
それぞれで問題ないよう同意をとってやってほしい。





場所を代えて訪問サービス 県庁ロビーにて 港クルーズにて

人がいない。周回コース。気分よし。
初日～5日目だんだん動きがよくなってきた。



・在宅と施設

・利用者＝家族＝スタッフ＝家族

・リスクあっても自由な在宅を選択した

・行きたい。会いたい。

様々な方々との連携


